
投
票
で
き
る
か
た

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

で
投
票
で
き
る
か
た
は
、
次
の
要

件
を
満
た
し
、「
柏
市
永
久
選
挙

人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か

た
で
す
。

�
昭
和
56
年
７
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た

�
平
成
13
年
４
月
11
日
ま
で
に

住
民
登
録
を
済
ま
せ
た

�
平
成
13
年
７
月
29
日
現
在
で

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙

権
、
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

い
な
い

ま
た
、
平
成
13
年
６
月
26
日
以

降
に
市
内
で
転
居
さ
れ
た
か
た

は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
。
柏
市
永
久
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
た
か
た

が
、
平
成
13
年
３
月
29
日
以
降
に

柏
市
外
へ
転
出
し
、
新
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
柏
市
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
郵
送

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
７
月

28
日
（
土
）
ま
で
に
お
手
元
に
届

く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の

は
が
き
に
四
人
ま
で
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
投
票
所
に
行
く
と

き
は
、
切
り
離
し
て
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
13
年
６
月
26
日
以

降
市
内
で
転
居
を
さ
れ
た
か
た

は
、
旧
住
所
地
に
「
投
票
所
入
場

整
理
券
」が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

郵
便
局
へ
の
転
居
届
を
提
出
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

転
居
等
に
よ
り
投
票
所
入
場
整

理
券
が
投
票
日
ま
で
に
届
か
な
く

て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

比
例
代
表
選
出
で
新
た

に
非
拘
束
名
簿
式
を
採

用参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
は
、

「
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
」
と

「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」
の

二
通
り
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
次
の
順
序
で
投

票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
選

挙
＝「
候
補
者
名
」
を
記
載
し
て

投
票
し
ま
す
。

�
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
＝
「
候
補
者
名
」
を
記
載

し
て
投
票
し
ま
す
。
※
「
政
党
名
」

だ
け
を
記
載
し
た
場
合
で
も
、
政

党
の
票
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
か
ら
「
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
」
は
「
非
拘
束
名
簿
式
」
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
（
別
掲
）。

代
理
投
票
と
点
字
投
票

手
が
不
自
由
な
か
た
、
目
が
不

自
由
な
か
た
は
、
代
理
投
票
補
助

者
が
投
票
用
紙
に
代
筆
す
る
代
理

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
の
内
容

が
ほ
か
に
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
投
票
所
に
は
、
点
字
器

と
点
字
用
投
票
用
紙
が
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
代
理
投
票
・
点
字
投

票
を
希
望
す
る
か
た
は
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は
28
日
ま

で７
月
29
日
（
日)

の
投
票
日
に
、

仕
事
や
旅
行
、
病
気
な
ど
で
、
投

票
所
に
行
け
な
い
か
た
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
（
別
掲
）。

選
挙
公
報
は
新
聞
に
折

り
込
み

千
葉
県
選
出
議
員
候
補
者
の
経

歴
や
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
「
選

挙
公
報
」
と
、
政
策
等
を
掲
載
し

た
比
例
代
表
選
出
議
員
の
「
選
挙

公
報
」
を
７
月
25
日
（
水
）
の
朝

刊
に
折
り
込
ん
で
各
家
庭
に
配
布

し
ま
す
。
折
り
込
む
新
聞
は
、
朝

日
・
産
経
・
東
京
・
日
本
経
済
・

毎
日
・
読
売
の
六
紙
で
す
。
こ
れ

ら
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
か

た
や
、
購
読
し
て
い
て
も
届
か
な

い
か
た
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
出
張

所
・
新
聞
専
売
所
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
場
所
の
変
更

第
五
投
票
所（
柏
第
四
小
学
校
）

は
投
票
場
所
の
体
育
館
が
改
修
工

事
の
た
め
、
家
庭
科
室
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
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平成12年度ごみ処理事情
／平成14年度市職員の募
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至
松
戸�

至
野
田�

至
千
葉�

至
我
孫
子�

我
孫
子�

　
　
市
役
所�

至
取
手�

国
道
16
号�

呼
塚�

交
差
点�

大
井�

 

交
差
点�

大
島
田�

 

交
差
点�

至
船
橋�

県道船橋･我孫子線�

国道6号�

歩行者用道路�
交通規制区域�

交番�

大堀川

我孫子会場�

柏第2会場�
（北柏ふるさと公園）�

N

�

手
賀
沼�大津川�

JR常磐線�

沼南会場�

柏第1会場�
（柏ふるさと公園）�

北柏駅�
柏
市
役
所�

柏ふるさと大橋�

問�商工課 �67－1141・柏商工会議所 �62－3311

■手賀沼花火大会の会場と交通規制区域�と　き�
�
ところ�
テレホン
サービス�

注　意�

8月4日�午後7時～8時半※荒天の場合には5日�、
5日も荒天の場合は11日�に延期�
柏市・我孫子市・沼南町の手賀沼湖畔（別図）�
�0180－994187※当日午前8時から、大会実施の
有無をお知らせします�

�当日午後6時～9時に、会場周辺の交通が別　
　図のとおり規制されます�

�駐車場は設置しませんので、車で
　の来場はご遠慮ください※車いす
　ご利用のかたは、観覧場所を設け
　てあります。ご希望のかたは7月25日�までに、商工課へ電話でご連絡ください�
　�

�

た
ま
や
〜�

8月4日�

�市役所で行う場合�
と　き　7月28日�までの午前8時半～午後8時　　
　　　　　※土・ 日曜日、祝日を含む�
　ところ　市役所第2庁舎1階ロビー�
�田中・南部近隣センターで行う場合�
と　き　7月22日�～28日�の午前8時半～午後5時�
　　　　※土・日曜日を含む�
�柏市以外の市区町村で行う場合�
　不在者投票のできる期間に旅行や仕事などで他市
区町村に滞在しているかたは、柏市の選挙管理委員
会が交付した投票用紙・不在者投票用封筒を持って
いけば、滞在地先の市区町村役場で不在者投票がで
きます。この場合は投票用紙などの請求が必要にな
りますので、詳しくは選挙管理委員会事務局へお問
い合わせください。�
�病院などで行う場合�
　都道府県の選挙管理委員会が指定した病院・老人
ホームなどに入院・入所しているかたは、その施設
で不在者投票ができます。施設の職員などにお申し
出ください。�
�在宅投票�
　身体障害者手帳か戦傷病者手帳をお持ちで、重度
の身体障害のかたは、郵便による在宅投票ができます。
障害の程度などにより該当しない場合もありますので、
詳しくは選挙管理委員会事務局へお問い合わせくだ
さい。�

　不在者投票には、投票所入場整理券（届いてい
る場合だけ）をご用意ください。�

不在者投票をするかたは�

と　き�
ところ�
得票数�
の発表�
注　意�

7月29日�午後9時15分から�
市民体育館�
1回目は午後10時、以後30
分ごとに発表�
車での来場はご遠慮を�

�0180－994422�
7月29日�午後10時10分から�

開票速報�
電話案内�

開
票
の
お
知
ら
せ�

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
７
月
29
日
（
日
）
が
投
票
日
で
す
。
こ
の

選
挙
は
、「
選
挙
区
選
出
」
と
「
比
例
代
表
選
出
」
の
二
通
り
の
方
法
で
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
選
挙
。
29
日
（
日
）
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

・・・・・・�
非拘束名簿式って何？�

　これまでの参議院比例代表選
挙は、あらかじめ政党が候補者
の当選順位を決めておき（拘束
名簿式）、有権者は政党名を記
載して投票していました。非拘
束名簿式による投票では、当選
順位は決められておらず、有権
者は当選させたい候補者名を記
載して投票できるようになりま
す（政党名でも投票できます）。�
　所属するすべての候補者の得
票数の合計と政党名での得票数
の合計が、政党の総得票数とな
り、その得票数に基づいて当選
人数が決まります。各政党に配
分された当選人数の分だけ、得
票数の多い候補者から当選が決
定します。�

�

7月29日�
午前7時～午後8時�

一
票
が  

あ
な
た
の
ゆ
め
を  

ひ
ら
く
カ
ギ�

明るい選挙啓発ポスターの部千葉県佳作
安中由貴さん（柏五中）の作品



私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

毎
日
の
よ
う
に
出
さ
れ
る
ご
み
。

リ
サ
イ
ク
ル
も
進
ん
で
き
ま
し
た

が
、
や
は
り
ご
み
は
減
ら
す
こ
と

が
大
原
則
。
市
で
は
、
平
成
11
年

度
か
ら
「
一
人
一
日
百
グ
ラ
ム
減

量
」
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
12
年
度
の
ご
み
処
理
事
情

は
、
別
表
１
の
と
お
り
。
さ
て
、

ご
み
減
量
の
成
果
は
│
│
。

全
体
の
ご
み
の
量
は

12
年
度
の
総
ご
み
量
は
、
11
年

度
よ
り
千
四
百
五
十
二
ト
ン
多
い

十
二
万
四
千
六
百
四
十
三
ト
ン

（
約
一
・
二
％
増
）
で
し
た
。
例

年
と
ほ
ぼ
同
じ
伸
び
率
で
す
。

こ
れ
を
市
民
一
人
一
日
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
千
四
十
三
グ
ラ

ム
で
、
11
年
度
よ
り
約
五
グ
ラ
ム

の
増
加
に
な
り
ま
す
。

資
源
品
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
優
等
生
？

資
源
品
の
量
は
、
11
年
度
よ
り

三
百
二
十
二
ト
ン
、
約
一
・
一
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
11
年

度
よ
り
九
十
九
ト
ン
、
約
一
・

三
％
増
加
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
処
理
は
、
12
年
度
か

ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
適

用
し
、資
源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
資
源
化
し

た
量
と
瓶
・
缶
等
の
資
源
品
回
収

量
を
合
わ
せ
た
量
の
総
ご
み
量
に

占
め
る
割
合
（
資
源
化
率
）
は
、

二
四
・
八
％
と
な
り
、
11
年
度
よ

り
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
え
ま
し

た
。
平
成
９
年
度
の
全
国
平
均
の

資
源
化
率
は
一
一
・
〇
％
で
あ

り
、
柏
市
は
全
国
的
に
み
て
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準
で
す
。

可
燃
ご
み
の
中
に
も
、
資
源
化

が
可
能
な
紙
類
が
ま
だ
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
包
装
紙
や
空
き
箱

・
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
雑
紙
類
も
、

雑
誌
な
ど
に
は
さ
め
ば
資
源
品
と

し
て
出
せ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
２
月
か
ら
稼
働
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
「
柏
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
混
入

さ
れ
た
金
属
類
等
が
原
因
で
機
械

の
故
障
が
起
き
て
い
ま
す
。
正
し

く
分
別
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

以
外
の
も
の
は
混
ぜ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
は
、
資
源
化
へ
の

第
一
歩
。効
率
的
な
資
源
化
に
は
、

皆
さ
ん
の
排
出
段
階
で
の
正
し
い

分
別
が
必
要
で
す
。

家
庭
可
燃
ご
み
は
微
減

資
源
品
を
除
く
家
庭
系
ご
み

は
、
11
年
度
に
比
べ
七
百
五
十
二

ト
ン
、
約
一
・
二
％
の
増
加
で
し

た
。
こ
の
う
ち
可
燃
ご
み
は
、
11

年
度
に
比
べ
わ
ず
か
な
が
ら
減
少

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量

へ
の
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。

一
方
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
は
、

11
年
度
に
比
べ
六
百
七
十
一
ト

ン
、
約
一
四
・
九
％
増
加
し
ま
し

た
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
前

の
駆
け
込
み
廃
棄
が
一
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ご
み
は
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
番
。
そ
の

た
め
に
は
、
不
要
な
も
の
は
買
わ

ず
、
物
を
大
切
に
し
て
長
く
使
い

続
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
ご
み
は
再
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
処
理

容
器
を
使
え
ば
家
庭
菜
園
の
肥
料

が
得
ら
れ
、
手
軽
に
有
機
栽
培
が

行
え
ま
す
。
市
で
は
、
購
入
費
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
生

ご
み
処
理
容
器
を
上
手
に
利
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

事
業
所
で
は
さ
ら
な
る

リ
サ
イ
ク
ル
を

事
業
系
ご
み
は
、
11
年
度
に
比

べ
三
百
七
十
八
ト
ン
、
約
一
・

二
％
増
加
し
ま
し
た
。
12
年
度
か

ら
、
事
業
系
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

も
「
柏
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
で
資
源
化

し
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
で
も
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
を
徹

底
し
、
紙
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
る
な
ど
、
ご
み
減
量
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
「
一
人
一
日

百
グ
ラ
ム
」
の
減
量

現
在
、
船
戸
清
掃
工
場
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め
の
改
修

工
事
は
、
三
炉
全
部
の
工
事
を
終

え
、
全
体
の
運
転
調
整
・
性
能
確

認
試
験
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

す
。
工
事
期
間
中
に
近
隣
市
町
等

に
お
願
い
し
た
可
燃
ご
み
の
処
理

量
は
、八
千
百
十
四
ト
ン
で
し
た
。

船
戸
清
掃
工
場
で
の
焼
却
量

は
、
し
尿
処
理
汚
泥
の
搬
入
が
な

く
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
11
年

度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
が
、
他

市
に
委
託
し
た
量
を
含
め
れ
ば
一

日
平
均
二
百
三
十
ト
ン
の
処
理
量

と
な
り
、
適
正
処
理
能
力
の
二
百

二
十
二
ト
ン
を
超
え
て
い
ま
す
。

一
人
一
日
百
グ
ラ
ム
の
減
量

で
、
市
全
体
で
は
一
日
当
た
り
約

三
十
二
ト
ン
の
減
量
に
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
量
は
少
な
く

て
も
、
集
ま
れ
ば
大
き
な
成
果
に

な
り
ま
す
。
今
後
も
、
分
別
・
減

量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
67
│
１

１
３
９

広報� 平成１３年（２００１年）７月１５日 第１１４９号 �

対　　象�
申し込み�
�
�
選　　考�
�
公 開 オ ー �
ディション�

16歳以上のストリートミュージシャン、パフォーマー�
連絡先を明記した履歴書、写真、デモテープを同封して、
〒277－8505　柏市役所商工課へ、8月31日�までに郵送で
（当日消印有効）※テープ等は返却しません�
書類・テープ審査を通過したかたには、公開オーディショ
ンを行います�
9月23日�・24日�午後1時から、柏�島屋3階エントラン
スステージで�

問�

　11月4日�に行われるミュージック＆パフォーマンスコンテスト
「STREET BREAK2001・KASHIWA」に出場するパフォーマーを募
集します。「Young & Young at heart（若者と若い心を持つ人）」
を自認するあなた、自慢のパフォーマンスを披露してみよう！�

商工課 �67─1141

ストリートブレイク2001・KASHIWA出場者を募集�

昨年のオーディションから�

と き �
集合場所
対 象 �
内 容 �
�
費 用 �
申し込み�

8月8日�午後1時15分～4時半※荒天中止�
参加者に別途通知�
市内在住のかた、40人�
手賀沼船上見学、手賀沼下水道終末処理場
の見学�
無料�
往復はがきに「身近な水辺を巡ろう希望」
と明記し、住所・氏名・年齢・職業・電話
番号と返信面のあて先を書いて、〒277－
8505　柏市役所環境保全課へ、7月25日�
までに郵送で（当日消印有効）※応募者多
数の場合は抽選�

問�環境保全課 �63─4422

身近な水辺を巡ろう�

12年度 11年度 増　減 

人　口（人） 
（3月末常住人口） 

プラスチックごみ               
ふ　　と　　ん 

小　　    計     � 
不燃・粗大ごみ        � 
 計（�＋�） �　�

不 燃・粗 大ごみ 
計 

合　計 
市民1人当たり（ｇ） 

（1日） 
資　源　品 

市民1人当たり（ｇ） 
（1日） 
総 ご み 量  

市民1人当たり（ｇ）�
（1日） 

焼却処理量 

年間平均値 
（1日） 

家
庭
系
ご
み 

事
業
系
ご
み 

327,534 324,221 3,313

50,849�
7,609�
103

58,561 58,480    81
5,166 4,495 671
63,727 62,975    752
30,755 30,354 401
1,567 1,590 －23
32,322 31,944 378
96,049 94,919 1,130

803 800  3

28,594 28,272 322

239 238   1

124,643 123,191 1,452

1,043 1,038 5

－2,790
（他市へ委託　�
　　1,751）�

86,585

－6
（清掃工場�
 焼却分 －12）�

236

50,872�
7,510�
98

－23�
99�
5

■表1　平成12年度ごみ処理状況（ｔ） 

※清掃工場の適正処理能力は222ｔ/日�

               � 
（�＋�）    

（他市へ委託　�
　　1,391）�

（清掃工場�
 焼却分 233）�

可   燃    ご    み 

可   燃    ご    み 

83,795
（他市へ委託　�
　　3,142）�

230
（清掃工場�
 焼却分 221）�

資
源
化
率
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

平
成
12
年
度
ご
み
処
理
事
情

市
で
は
、
来
年
４
月
に
採
用
予

定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
一
般
行
政
職
・
土
木
技
師
・

建
築
技
師
・
化
学
技
師
・
保
健
婦

（
士
）
・
心
理
相
談
員
・
栄
養
士

・
保
育
士
】（
＝
以
下
一
般
行
政

職
等
と
表
記
）

職
種
・
職
級
・
採
用
予
定
者
数

等
　
別
表
２
の
と
お
り

試
験
日
時
　
▽
第
一
次
試
験

（
教
養
・
専
門
試
験
、
小
論
文
）

＝
８
月
26
日
（
日
）
※
時
間
は
受

験
案
内
に
掲
載
▽
第
二
次
試
験

（
面
接
等
）
＝
第
一
次
試
験
合
格

者
に
別
途
通
知
　

試
験
会
場

麗
澤
大
学
（
光
ケ

丘
二
丁
目
）

【
消
防
職
】

職
種
・
職
級
・
採
用
予
定
者
数

等
　
別
表
２
の
と
お
り

試
験
日
時
　
▽
第
一
次
試
験

（
一
般
教
養
試
験
・
適
性
検
査
）

＝
８
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午
▽
第
二
次
試
験
（
面
接
・
体

力
測
定
）
＝
第
一
次
試
験
合
格
者

に
別
途
通
知

試
験
会
場

松
葉
中
学
校

◎
申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書

を
持
っ
て
、
８
月
１
日
（
水
）
〜

10
日
（
金
）
の
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
15
分
に
、
一
般
行
政
職
等

を
希
望
の
か
た
は
本
人
が
人
事
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
二
階
）
へ
直

接
、
消
防
職
希
望
の
か
た
は
本
人

が
消
防
本
部
へ
直
接
（
ど
ち
ら
も

土
・
日
曜
日
を
除
く
、郵
送
不
可
）

◎
申
込
書
の
請
求

７
月
16
日

（
月
）
〜
８
月
10
日
（
金
）
に
、

一
般
行
政
職
等
を
希
望
の
か
た
は

人
事
課
ま
た
は
近
隣
セ
ン
タ
ー
等

で
、
消
防
職
希
望
の
か
た
は
市
内

の
各
消
防
署
で
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
赤
字
で
、「
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
書
き
、

あ
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の
角

二
号
の
封
筒
に
、
百
四
十
円
切
手

を
は
っ
て
同
封
し
、
一
般
行
政
職

等
を
希
望
の
か
た
は
〒
２
７
７
│

８
５
０
５
　
柏
市
役
所
人
事
課

へ
、
消
防
職
希
望
の
か
た
は
〒
２

７
７
│
０
８
２
７
松
葉
町
七
丁
目

一
六
│
七
　
消
防
本
部
総
務
課

へ
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
７
月
16

日
（
月
）
以
後
に
お
願
い
し
ま
す
。

1

一
般
行
政
職
等
は
人
事
課
�

67
│
１
１
１
３
、
消
防
職
は
消
防

本
部
総
務
課
�
33
│
８
７
９
１

魅力あるまちに
平成14年度採用

市職員を募集

職種�職級� 受験資格� 主な職務内容�

上級�
大学学部卒業（見込み）
以上で、昭和51年4月2
日以後に生まれたかた�

広範多岐にわた
る一般行政事務�

土　木�
技　師�上級�

大学学部卒業（見込み）
以上で土木工学系・都
市工学系の学科を専攻
し、昭和51年4月2日以
後に生まれたかた�

道路・下水道・都
市計画等の事業
に関する企画、
設計等の業務�

大学学部卒業（見込み）
以上で、深夜業務に従事
できる、昭和51年4月2
日以後に生まれたかた�

消防業務全般�消防職�

上級�

初級�

4 人
程度�

一　般�
行政職�

採用予
定者数�

■表2　募集する職員の職種等�

2 人
程度�

保育士�中級�
保育士資格（見込み）が
あり、昭和54年4月2日
以後に生まれたかた�

保育園・知的障
害児施設等で保
育等の業務�

3 人
程度�

3 人
程度�

建　築�
技　師�上級�

大学学部卒業（見込み）
以上で建築工学系の学
科を専攻し、昭和51年
4月2日以後に生まれた
かた�

公共施設の設計、
監督その他建築
行政業務�

1 人�

化　学�
技　師�上級�

大学学部卒業（見込み）
以上で化学系の学科を
専攻し、昭和51年4月2
日以後に生まれたかた�

環境に関する監
視や観測、分析
等快適環境維持
のための調査研
究業務�

1 人�

保健婦�
（士）�上級�

保健婦（士）資格（見込
み）があり、昭和50年
4月2日以後に生まれた
かた�

母子相談・老人
健康相談等地域
の保健衛生業務�

2 人
程度�

心　理�
相談員�上級�

大学学部（心理学専攻）
卒業で、心理相談に関
する職務経験が2年以
上あり、昭和41年4月2
日以後に生まれたかた�

母子保健事業等
で心理相談等の
業務�

1 人�

栄養士�中級�
栄養士資格（見込み）が
あり、昭和54年4月2日
以後に生まれたかた�

市内の小・中学
校等の給食業務
等に関する栄養
管理�

2 人
程度�

高等学校卒業（見込み）
以上で、深夜業務に従事
できる、昭和51年4月2
日以後に生まれたかた�



中
学
生
プ
レ
イ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ

と
き
　
７
月
26
日
（
木
）
〜
27

日
（
金
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
（
沼
南
町
）

対
象
　
中
学
生
、
先
着
二
十
人

内
容

遊
び
や
野
外
料
理
を
通

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
び
ま
す

費
用

二
千
円

申
し
込
み
　
７
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
か
豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０
・
豊
四
季
台
婦
人
児

童
セ
ン
タ
ー
�
44
│
５
３
６
３

手
話
入
門

手
話
を
習
い
、
耳
の
不
自
由
な

か
た
と
交
流
し
ま
す

�
豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ
ー

と
き

７
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
、
先
着
二
十
人

費
用

無
料
　

申
し
込
み

７
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

�
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー

と
き

８
月
１
日
（
水
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
対
象

小
学
生
以
上
、
先
着
五

十
人費

用

無
料

申
し
込
み

７
月
17
日
（
火
）

午
後
４
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

点
字
入
門

点
字
を
習
い
、
目
の
不
自
由
な

か
た
と
交
流
し
ま
す

�
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー

と
き
　
８
月
２
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
対
象
　
小
学
生
以
上
、
先
着
三

十
人費

用

無
料

申
し
込
み

７
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

�
豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ
ー

と
き

８
月
８
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
、
先
着
二
十
人

費
用

無
料
　

申
し
込
み

７
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

釜
の
め
し
ク
ラ
ブ
・
手

賀
沼
バ
ス
ハ
イ
ク

と
き

８
月
８
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ

手
賀
沼
親
水
広
場

「
水
の
館
」（
我
孫
子
市
）
・
我
孫

子
市
鳥
の
博
物
館
な
ど

集
合
・
解
散
場
所
　
永
楽
台
児

童
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
三
年
生
以
上
、
先

着
三
十
人
（
障
害
の
あ
る
か
た
十

人
を
含
む
）

内
容

障
害
の
あ
る
か
た
と
一

緒
に
、
バ
ス
ハ
イ
ク
を
し
ま
す

費
用

無
料
　
　
　

申
し
込
み

７
月
18
日
（
水
）

午
後
４
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

【
お
こ
と
わ
り
】

「
暮
ら
し
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
は
、
都

合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
。

広報�③ 第１１４９号 平成１３年（２００１年）７月１５日

かしわ工房料理教室�

8月28日��

8月29日��

月　日  時　  間　　　　　 コース�
午前10時～正午   �ほうれん草のパスタ料理�
午後2時～4時   �洋なしのムース�
午前10時～正午   �くず菓子�
午後2時～4時   �シュークリーム�

ところ�
対　象�
内　容�
費　用�
申し込み�

と　き・コース�

アミュゼ柏�
市内在住・在勤・在学で、20歳以上のかた、各コース20人�
かしわ工房の製造業者の指導で料理を作ります�
500円（材料費）�
往復はがきに「かしわ工房料理教室希望」と明記し、希
望するコース・住所・氏名・年齢・職業・電話番号と返
信面のあて先を書いて、〒277－8505　柏市役所商工課へ、
8月1日�までに郵送で（必着）※応募は1人1コース。応
募者多数の場合は抽選�

別表のとおり�

問�商工課 �67─1141�

兼古隆雄クラシックギター名曲集�
　兼古隆雄（かねこ たかお）氏は1967年にプロデビュ
ーした、国内外で活躍するギタリストです。クラシッ
クギターの柔らかみと気品をおびた音色を、数々の賞
を受けた兼古氏の演奏でぜひこの機会にお楽しみくだ
さい。�

と  こ  ろ�
と　　き�

曲　　目�

入  場  料�
チケットの�
販売・予約�

9月21日�午後7時から�
アミュゼ柏クリスタルホール�
グリーンスリーブス、シャコンヌ二短調、ア
ストゥリアスなど全11曲�
全席自由3,000円（学生は2,000円）�
7月16日�から、文化課チケットガイド（�67─
5785・市役所第2庁舎4階）へ電話か直接（午前
9時～午後5時。土・日曜日、祝日を除く）�

文化課 �67─1494問�

ときめき夢劇場�

7月27日�午前10
時～正午�

田中近隣センタ
ー�

7月27日�午後1
時半～3時半�

幼児（保護者同伴）～
小学生、先着100人�

ムーミン・消えないおばけ、
忍たま乱太郎パート9など�

人形劇「大きなか
ぶ」など�

幼児～小学生、先着
200人�

7月17日�午後３
時半～４時20分�

永楽台児童センター�
（永楽台近隣センター内）�

トイ・ストーリー2、シン
ドバットの冒険�

幼児（保護者同伴）～
小学生、先着100人�

酒井根近隣セン
ター�

申し込み�

絵本の読み聞かせ・
紙芝居・工作など�

図書館新富分館
�45─2690

７月25日�午後3
時～3時45分�

新富近隣センタ
ー�

酒井根近隣センター
�75─2400�

田中近隣センター
�33─1000

永楽台児童セン
ター�63─4050

7月31日�午前10時～正
午と午後1時半～3時半�

幼児（保護者同伴）～
小学生、各回先着100人�

わんぱくナージャの竜王退
治、ジャングル大帝など�

南部近隣センタ
ー�

南部近隣センター
�73─1000�

上映作品�対　　　　象�

7月31日�午前10時～正
午と午後1時半～3時半�

スーパーマリオ、モジャ
公、忍たま乱太郎パート9�

幼児（保護者同伴）～
小学生、各回先着100人�

布施近隣センタ
ー�

布施近隣センター
�32─3100�

と　　　き� 内　　　容�対　　　　象�と　こ　ろ� 申し込み�

と　こ　ろ�と　　　き�
◆夏休み子ども映画会�

◆おはなし会�

費用は無料、申し込みは田中近隣センターは7月16日�午前9時から、田中近隣センターへ直接。その他は当日、会場へ�

費用は無料、申し込みは当日、会場へ�

幼児～小学校低学年�

8月11日�・25
日�午前9時半
～正午（計2回）�

7月30日�・8
月3日�午前10
時～午後1時半�

7月25日�午
前9時～午後
3時�

永楽台児童
センター�
�63─4050

知的障害者通所
授産施設「青和
園」（十余二）�

初心者向けの陶芸
教室と青和園の生
活体験をします�

7月24日�午
前10時～正
午�

7月17日�午後3時か
ら、永楽台児童セン
ターへ電話か直接�

牛乳パックを使って
けん玉を作ります※
牛乳パックの持参を�

無料�
�

永楽台児童
センター�

小学生以上、
先着40人�

市内小学4～6
年生と保護
者、先着10組�

市内在住の小
学3～6年生、
先着24人�

新富近隣セン
ター�

エンピツ立て
と自由作品を
作ります�

保健センタ
ー�

無料�
�

調理を通して望
ましい食のあり
方を学びます�

7月21日�午前9時
から、新富近隣セ
ンターへ直接�

7月16日�午前9時か
ら、松葉近隣センタ
ーへ電話か直接�

400円�
�

小学生、各
日先着25人�

  無料�
（昼食代
は実費）�

7月16日�午前9
時から、健康推
進課へ電話で�

メッセー 
ボードを
作ろう�

7月25日�午
前10時～正
午�

豊四季台婦
人児童セン
ター

わんぱ
く料理
教室�

牛乳パ
ック工
作�

小学生、
先着15人�

健康推進
課�
�64─3333

コルクボードを使
ってメッセージボ
ードを作ります�

子ども
陶芸教
室�

7月17日�午前10時か
ら、豊四季台婦人児
童センターへ電話で�

200円�
�

豊四季台婦人
児童センター
�44─5363�

申し込み� 問い合わせ�

新富近隣
センター
�45─1945

費用�

松葉近隣
センター
�33─2200

催し� と　き�

夏休み
親子陶
芸教室�

内　　容�ところ� 対　象�

7月27日�午前10時
～正午�

田中近隣
センター�

7月27日�午後1時
半～3時半�

幼児（保護者同伴）
～小学生、先着100人�

ムーミン・消えないおばけ、
忍たま乱太郎パート9など�

人形劇「大きなかぶ」
など�

幼児～小学生、先
着200人�

7月17日�午後3時
半～４時20分�

永楽台児童
センター�

トイ・ストーリー2、
シンドバットの冒険�

幼児（保護者同伴）
～小学生、先着100人�

酒井根近隣
センター�

問い合わせ�

絵本の読み聞かせ・
紙芝居・工作など�

図書館新富分
館�47─2690

７月25日�午後3時
～3時45分�

新富近隣
センター�

酒井根近隣セン
ター�75─2400�

田中近隣センタ
ー�33─1000

永楽台児童セン
ター�63─4050

7月31日�午前10時～正
午と午後1時半～3時半�

幼児（保護者同伴）～
小学生、各回先着100人�

わんぱくナージャの竜王退
治、ジャングル大帝など�

南部近隣
センター�

南部近隣センタ
ー�73─1000�

上映作品�対　　　　象�

7月31日�午前10時～正
午と午後1時半～3時半�

スーパーマリオ、モジャ
公、忍たま乱太郎パート9�

幼児（保護者同伴）～
小学生、各回先着100人�

布施近隣
センター�

布施近隣センタ
ー�32─3100�

と　　　き� 内　　　容�対　　　　象�と　こ　ろ�

と　こ　ろ�と　　　き�
◆夏休み子ども映画会�

◆おはなし会�

幼児～小学校低
学年�

費用は無料。申し込みは当日、会場へ直接（田中近隣セ
ンターの映画会については、7月16日�午前9時から、同
近隣センターへ電話か直接）�

問い合わせ�

い
よ
い
よ
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
も
う
計
画
は
立
て

ま
し
た
か
？
　
暑
い
夏
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
ベ
ン
ト
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
さ
あ
、

み
ん
な
で
参
加
し
て
、
す
て
き
な
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

こどもの広場
夏休みスペシャル

身
近
な
昆
虫
観
察

と
き

８
月
５
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

小
学
生
、
先
着
三
十
人

内
容

身
近
な
昆
虫
を
採
集
し

て
観
察
し
た
り
、
標
本
に
し
た
り

し
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物
　
虫
捕
り
網

申
し
込
み

７
月
18
日
（
水
）

午
後
３
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

子
ど
も
自
然
体
験
教
室

と
き

８
月
23
日
（
木
）
〜
24

日
（
金
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

国
立
那
須
甲
子
少
年

自
然
の
家
（
福
島
県
西
白
河
郡
西

郷
村
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
四
〜

六
年
生
、
先
着
四
十
人
（
保
護
者

は
先
着
六
人
）

内
容

茶
臼
岳
登
山
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
星
空
観
察
、
バ

ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

費
用

三
千
円
（
食
費
等
）

申
し
込
み

７
月
16
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接

そ
の
他

説
明
会
と
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
投
影
を
８
月
１
日
（
水
）

午
前
９
時
半
〜
正
午
に
、
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
（
説
明
会
は
保

護
者
同
伴
可
）

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１

一
泊
冒
険

と
き

８
月
３
日
（
金
）
〜
４

日
（
土
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
〜
中
学
一
年
生

の
男
女
、
各
先
着
十
五
人

内
容

肝
だ
め
し
と
花
火

費
用

五
百
円
　

申
し
込
み

７
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

「
お
化
け
屋
敷
」
実
行
委

員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

と
き
・
内
容

８
月
２
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時
・
３
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
＝
計
画
・

準
備
、
４
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
半
＝
お
化
け
屋
敷
当
日

と
こ
ろ
　
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
対
象

実
行
委
員
＝
小
学
五
・

六
年
生
先
着
六
人
・
中
学
生
先
着

七
人
、
実
行
委
員
の
サ
ポ
ー
タ

ー
＝
十
五
歳
以
上
、
若
干
名

申
し
込
み

７
月
18
日
（
水
）

午
後
４
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

ア
サ
ヒ
飲
料
・
親
子
工

場
見
学
ツ
ア
ー

と
き

７
月
25
日
（
水
）
〜
27

日
（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工

場
（
根
戸
新
田
）

定
員

各
日
先
着
五
十
人

申
し
込
み

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工

場
へ
電
話
で
（
要
予
約
）

1

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工
場
�
32
│

２
１
０
１

兼古隆雄氏
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皆
さ
ん
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、
暗
号
で
も
記
号
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
市
や
企
業
な
ど
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
は
、
環
境
に
何
ら
か
の

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
影
響
を
少
な
く
し
た
り
な
く
し
た
り
す
る
た
め
に
は
き

ち
ん
と
し
た
仕
組
み
作
り
が
大
切
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
な
仕
組
み
に

す
る
た
め
に
決
め
ら
れ
て
い
る
国
際
規
格
の
こ
と
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
い
い
ま
す
。
市

で
は
、
今
年
の
３
月
に
市
役
所
の
本
庁
舎
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
の
企
業
で
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
そ
う

│
│
。

市
で
は
、
平
成
10
年
３
月
に

「
柏
市
役
所
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ

ラ
ン
」
を
作
成
し
て
、
環
境
に

や
さ
し
い
事
業
所
を
目
指
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
は
「
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
を
作
り
、
市
町
村
な

ど
に
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出

を
抑
制
す
る
計
画
を
作
る
こ
と

を
義
務
付
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
に
は
エ
コ
オ
フ

ィ
ス
プ
ラ
ン
が
あ
り
、
同
じ
よ

う
な
プ
ラ
ン
を
二
つ
作
っ
て
も

意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
に
地
球

温
暖
化
対
策
を
強
化
す
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
目
標
を
加
え
て
、
平
成
12
年

８
月
に
「
柏
市
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
と
し
て
改
訂
し
ま

し
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
プ
ラ
ン
を

効
果
的
に
進
め
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
…
…
。
市
で
は
、

市
役
所
本
庁
舎
に
お
け
る
環
境

の
負
担
を
低
減
す
る
仕
組
み

（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
を
世
界
で
通
用
す
る
国
際

規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

を
定
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

全
職
員
に
対
す
る
研
修
を
行

う
な
ど
し
て
、
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
す

る
内
部
監
査
を
経
て
、
延
べ

五
日
間
に
わ
た
る
登
録
審
査

の
結
果
、
今
年
の
３
月
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
業
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
活

動
を
行
う
と
必
ず
環
境
に
負
担

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え

ば
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
・
印

鑑
証
明
・
各
種
証
明
書
な
ど
を

発
行
す
れ
ば
紙
を
使
い
ま
す
。

そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処

理
を
す
れ
ば
電
気
を
消
費
。
ご

み
や
し
尿
を
収
集
す
る
と
き
は

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
使
う
、
道

路
工
事
や
建
物
の
建
設
で
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
塊
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
殻
な
ど
の
建
設
廃
棄
物
や

残
土
が
出
た
り
、
騒
音
や
振
動

な
ど
が
発
生
し
た
り
す
る
場
合

が
あ
る
、と
い
っ
た
具
合
で
す
。

し
か
し
、
環
境
に
負
担
を
か

け
て
し
ま
う
事
業
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
二
十
六
年
連
続

水
質
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
い
う
手

賀
沼
の
浄
化
、ご
み
ゼ
ロ
運
動
、

名
戸
ケ
谷
湧
（
ゆ
う
）
水
ビ
オ

ト
ー
プ
の
整
備
、緑
化
の
推
進
、

下
水
道
の
整
備
な
ど
、
環
境
を

保
全
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
環
境
へ
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
両

面
コ
ピ
ー
の
徹
底
や
ミ
ス
コ
ピ

ー
の
防
止
に
よ
る
紙
使
用
量
の

削
減
、
古
紙
配
合
率
百
％
の
再

生
紙
の
使
用
、
環
境
に
配
慮
し

た
製
品
の
購
入
、
低
公
害
車
の

導
入
、
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
・
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
徹
底

な
ど
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
冷
房
は
室

温
が
二
十
九
度
を

超
え
な
い
と
入
れ

な
い
、
暖
房
は
十

九
度
を
下
回
ら
な

い
と
入
れ
な
い
、ま
た
、

昼
休
み
は
受
け
付
け
の
窓
口
を

除
い
て
電
気
を
消
す
な
ど
、
全

庁
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
柏

市
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

中
で
定
め
て
あ
り
ま
す
。
五
項

目
の
環
境
方
針
に
沿
っ
て
、
環

境
を
保
全
し
た
り
創
造
し
た
り

す
る
取
り
組
み
と
し
て
四
十
六

項
目
、
公
共
工
事
や
エ
コ
オ
フ

ィ
ス
な
ど
、
環
境
へ
の
負
担
を

少
な
く
す
る
取
り
組
み
と
し
て

二
十
三
項
目
を
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
本
庁
舎
が
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
」
を
取
得
し
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
シ
ス
テ

ム
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
計

画
」「
行
動
」「
点
検
」「
見
直

し
」
を
毎
年
繰
り
返
し
行
い
、

さ
ら
に
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆ ISO14001認証施設（本庁舎・分室・環境保全課）の実績�

都市ガス使用量�

電 気 使 用 量 �
水 使 用 量 �

ガソリン使用量�
軽 油 使 用 量 �
紙 使 用 枚 数 �
ご み 排 出 量 �

12年度�項　目� 11年度� 増減量� 削減金額�
1,558,830
18,07217,990
118,245116,648
90,30586,602
55,31243,374

12,600,43513,116,200
57,63253,575

kwh
����

�� ��
����
����
枚�枚�
kg�kg

kwh
��
��
��
��
枚�
kg

1,544,470 kwh 円�
円�
円�
円�
円�
円�

─4,057

─14,360 ─201,040
─30,340

円�─73,026

─177,267
─388,815
─955,040
257,883�

─82
─1,597
─3,703
─11,938
515,765

造の推進】

公園を2.5ヘクタール整備
パークを0.65ヘクタール整備
設
補助金を19基分交付

配布
スを57.65キログラム回収
による環境共生のまちづくり】

を35,000トン回収して、リサ　　

空き缶など16トンを回収
2回行い、延べ1,526人が参加
汚染の防止や環境負荷の低減】

発生土の適正処理とリサイクル
振動の発生を抑制するため、

械を使用

個�
個�
着�

3台�

4台�

1台�
1台�

1台�

特 集

ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
も
排
ガ
ス
が
き
れ
い
で
す

昼休みは消灯をしています
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市
や
企
業
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
市

民
も
、
日
常
生
活
の
中
で
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
資
源
を
無
駄
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
だ
れ
も
い
な
い
の
に
テ
レ
ビ
や
部

屋
の
電
気
を
つ
け
た
ま
ま
に
す
る
�
水

を
流
し
た
ま
ま
食
器
を
洗
う
�
冷
暖
房

の
温
度
を
上
げ
過
ぎ
た
り
下
げ
過
ぎ
た

り
す
る
�
コ
ン
セ
ン
ト
を
さ
し
た
ま
ま

に
し
て
待
機
電
力
を
使
う
�
駐
車
し
て

い
る
と
き
に
エ
ン
ジ
ン
を
切
ら
ず
に
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
す
る
�
不
必
要
な
物
を

買
っ
て
ご
み
に
し
て
し
ま
う
…
…
。
身

に
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
ば
か
り
環
境
問
題
に
目
を
向
け

て
く
だ
さ
い
。
ご
自
分
の
行
動
を
見
直

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
で
き
る

省
エ
ネ
対
策
は
い
く
ら
で
も
あ
る
は
ず

で
す
。

さ
あ
、
我
が
家
の
省
エ
ネ
作
戦
開
始

で
す
。
貴
重
な
資
源
を
未
来
に
残
し
ま

し
ょ
う
。

た
。
そ
こ
で
、
環
境
方
針
な
ど

お
客
様
と
一
緒
に

取
り
組
み
を

�
島
屋
で
は
柏
店
を

含
め
た
十
七
店
が
、
今

年
の
２
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
を
取
得
し
ま

し
た
。
昨
年
７
月
に
は

日
本
橋
店
が
各
店
に
先
駆
け
て
こ

の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

柏
店
の
主
な
取
り
組
み
は
、
ご

み
の
分
別
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
、閉
店
後
の
売
り
場
の
消
灯
、

お
客
様
に
対
し
て
の
簡
易
包
装
の

お
願
い
な
ど
で
す
。
例
え
ば
、
納

品
の
際
に
洋
服
な
ど
を
覆
っ
て
い

る
ビ
ニ
ー
ル
は
ご
み
袋
に
再
生
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
は
か

さ
ば
る
た
め
、
デ
パ
ー
ト
業
界
で

は
始
め
て
圧
縮
機
を
導
入
す
る
な

ど
の
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

高
島
屋
柏
店
に
は
二
千
五
百
人

の
従
業
員
が
い
ま
す
が
、
お
客
様

相
手
の
現
場
に
省
資
源
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
第
三

土
曜
日
を
「
環
境
の
日
」
と
定
め

て
環
境
に
つ
い
て
の
話
題
を
話
し

合
っ
た
り
、
朝
礼
の
際
に
確
認
を

し
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

売
り
場
で
は
お
客
様
に
対
し

て
、
包
装
の
簡
素
化
や
紙
袋
の
削

減
な
ど
に
つ
い
て
の
協
力
の
お
願

い
や
エ
コ
バ
ッ
グ
の
販
売
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
境

へ
の
配
慮
と
サ
ー
ビ
ス
は
表
裏
の

部
分
が
あ
り
、
お
客
様
の
ご
理
解

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

今
後
も
、
企
業
と
し
て
営

利
を
追
及
す
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
に
還
元
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
を
100
％
リ
サ
イ

ク
ル

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工
場
は
、
清
涼

飲
料
水
・
缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
昨
年
10
月
に
取
得
し
、
環

境
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
と
し
て
出
る
コ
ー
ヒ
ー

の
豆
か
す
は
肥
料
に
、
ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
・
ガ
ラ
ス

・
段
ボ
ー
ル
は
再
び
そ
れ

ら
の
原
材
料
に
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
チ
ッ
プ
化
し
て

文
具
や
洋
服
な
ど
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

食
堂
か
ら
出
る
生
ご
み
は
、

水
と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
す

る
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
廃
棄
物
と
し
て
出

る
六
十
一
種
類
を
す
べ
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

節
電
・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

事
務
部
門
で
は
紙
の
使
用
量
が

ど
う
し
て
も
多
く
な
る
た

め
、
裏
紙
の
使
用
や
電
子

メ
ー
ル
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
ホ
チ
キ
ス
の
針

も
ス
チ
ー
ル
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
細

か
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ

り
環
境
に
対
す
る
意
識
付
け
を
し

て
い
ま
す
。

廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
出
さ
な

い
・
作
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で

す
。
百
八
十
余
人
の
従
業
員
が
、

自
分
の
行
動
が
環
境
に
ど
ん
な
か

か
わ
り
が
あ
る
の
か
を
自
覚
し
な

が
ら
環
境
保
全
型
企
業
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

平成12年度の主な実績

【水辺や緑地の保全・創造

�増尾城址（し）総合公
�大堀川リバーサイドパ
�市民農園を59区画増設
�雨水浸透ます設置費補
【資源循環型社会の構築】

�環境家計簿を7,162部配
�廃冷蔵庫からフロンガ
【市民・事業者との協働に

�園芸用廃プラスチックを
イクルを推進
�ごみゼロ運動を行い、
�手賀沼船上見学会を32
【事業活動における環境汚

�公共工事に伴う建設発
�公共工事に伴う騒音・
低騒音・低振動型機械

低公害車導入台数 

環境配慮製品購入量 

平成13年3月31日現在�

〈計　40台〉�

文具� 27種　39,882個
ＯＡ機器用品�4種　2,895個
作業服� 2種　2,419着

ハイブリッド車� 3

ＬＰＧ車� 14

電気自動車� 1
天然ガス車� 1

7都県市指定低公害車�21

お客様に簡易包装の協力
をお願いするプレート

ビ
ニ
ー
ル
圧
縮
機
が
運
搬
を
楽
に
し
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
再
生
さ
れ
た
制
服
で

工
場
を
案
内

ペットボトルをチップ化して
リサイクル

月に2回、資源回収をしています

アサヒ飲料柏工場
エンジニアリング部
副課長　古山利男さん

Ｑ ISO（アイエスオー）とは？

Ａ 国際標準化機構というNGO
（非政府組織）のことです。日
本をはじめ世界130カ国以上が
ISOの会員になっています。1
カ国から1機関だけが会員資格
を認められ、日本では、日本工
業規格（JIS）の調査・審議を
行っている日本工業標準調査会
が加入しています。
例えば、キャッシュカードの
大きさが銀行ごとに違うと、他
の銀行ではお金をおろすことが
できず、非常に不便です。そこ
でISOでは、「モノ」の大きさ
や単位などについて、国や企業
が独自に決めるのではなく、世
界共通の規格として定めようと

活動しています。
ISOは、形あるものだけでな
く、さまざまな分野のシステム
（仕組み）なども対象に、国際
規格を定めています。写真のフ
ィルムの感度であるISO100、
400などもISOの規格の一つで
す。ほかにも製品の設計からア
フターサービスにわたる品質管
理についての規格（ISO9000）
などがあります。
Ｑ　ISO14001とは？

Ａ　ISO14000シリーズは、企
業や自治体が物を作ったりサー
ビスを行ったりする過程で、常
に環境への影響を改善していく
ための規格です。中でも、
ISO14001は、環境への負担を

減らす取り組みを継続的に行う
“環境マネジメントシステム”
についての規格をいいます。

審査登録機関がシステムなど
をチェックして、規格に合って
いれば認証が得られます。この
認証は社会的評価が高く、多く

の企業や自治体が認証取得に取
り組んでいます。
Ｑ　なぜ市役所がI SO14001

の認証を取得したの？

Ａ　行政として、また、市内の
事業所の一員として、環境に配
慮した事業を効果的に推進し、
環境にやさしいまちづくりを進
めていくという決意を表したも
のです。
この認証は申請に基づき、現
場ごとに与えられるものです
が、今回は、市役所本庁舎以外
はまだ認証を取得していませ
ん。今後、清掃工場のほか、近
隣センターや図書館などでも、
できるだけ早く取得できるよう
検討しています。

◆システム図�

�島屋柏店総務担当
課長　小島　清さん



児
童
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

と
き

７
月
26
日
（
木
）
〜
27

日
（
金
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
（
沼
南
町
）

定
員

先
着
二
十
人

内
容

児
童
セ
ン
タ
ー
の
行
事

に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
、
遊
び
や
野
外
料
理
な
ど
の

実
習
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
す

費
用

二
千
円

申
し
込
み

７
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）
か
豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０
・
豊
四
季
台
婦
人
児

童
セ
ン
タ
ー
�
44
│
５
３
６
３

紙
す
き
体
験

と
き

７
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午
か
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

知
的
障
害
者
通
所
授

産
施
設
「
朋
生
園
」（
中
原
）

定
員

各
回
先
着
十
五
人

内
容

園
生
と
一
緒
に
牛
乳
パ

ッ
ク
で
は
が
き
や
し
お
り
を
作
り

ま
す費

用

二
百
五
十
円
（
材
料
費

・
送
料
等
）

申
し
込
み

７
月
17
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
朋
生
園
へ
電
話

か
直
接

1
朋
生
園
�
63
│
６
６
１
２

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

と
き

８
月
６
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
と
そ
の
家
族

内
容

家
族
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
調
理
実
習

費
用

六
百
円

申
し
込
み

健
康
推
進
課
へ
電

話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
世
界
の
文
化
講
座
「
ア

ジ
ア
に
絵
本
を
届
け
る

み
ん
な
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
」

と
き

８
月
８
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
２
時
半

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
先

着
五
十
人

内
容

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
か
た

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
報
告
等

費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
図
書
館
本
館
へ

電
話
か
直
接

そ
の
他

講
演
後
、
懇
親
会
あ

り
。
当
日
、
申
し
込
み
を

1

図
書
館
本
館
�
64
│
５
３
４

６
障
害
者
の
水
中
運
動
訓

練と
き
・
と
こ
ろ

８
月
22
日

（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
＝

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
24

日
（
金
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

40
分
＝
県
立
柏
養
護
学
校
※
雨
天

の
場
合
は
29
日
（
水
）（
計
二
回
）

対
象

次
の
要
件
を
満
た
す
か

た
、
先
着
二
十
人
�
市
内
在
住
の

十
八
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
�
二
回
と
も
参

加
で
き
る
�
主
治
医
に
適
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
※
参
加
者
は

主
治
医
に
よ
る
「
診
療
情
報
提
供

書
」
が
必
要

内
容

22
日
＝
講
義
「
水
中
運

動
訓
練
の
目
的
と
効
果
」、
24
日

＝
実
技

費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
16
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

無
料
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
│
９
３
５
３

シ
ニ
ア
の
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

入
門
講
座

と
き

７
月
30
日
（
月
）
午
後

１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
五

十
歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

の
か
た
、
二
十
五
人

内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ

ー
ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
メ
ー
ル
入
門
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０

５
柏
五
丁
目
八
│
一
二
　
柏
市
中

央
公
民
館
へ
、
７
月
23
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

は
一
人
一
通
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き

８
月
21
日
（
火
）
〜
24

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

半
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

市
立
柏
高
等
学
校

（
船
戸
山
高
野
）

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
三

十
五
人
※
昨
年
受
講
し
た
か
た
を

除
く内

容

ワ
ー
ド
97
の
基
礎

費
用

千
四
百
四
十
九
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
８
１
３
大
室

二
四
九
│
一
　
田
中
近
隣
セ
ン
タ

ー
へ
、
７
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
は
一
人

一
通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選1

田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
33
│

１
０
０
０

職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
習

（
再
就
職
の
た
め
の
準

備
講
座
）

と
き
・
内
容

８
月
21
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
＝
適
切
な

職
業
選
択
・
自
己
啓
発
な
ど
の
講

義
、
22
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

・
29
日
（
水
）
・
30
日
（
木
）
＝

パ
ソ
コ
ン
講
習

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

再
就
職
を
希
望
し
て
い

る
か
た
、
二
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
、

「
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
習
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
、

受
講
を
希
望
す
る
理
由
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
６
０

│
０
０
２
６
千
葉
市
中
央
区
千
葉

港
八
│
四
　
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
千
葉
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
タ
イ
ム

訓
練
係
へ
、
７
月
21
日
（
土
）
ま

で
に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
千
葉

セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
│
２
４
８
│

７
７
６
６

講
演
「
身
近
な
自
然
環

境
を
活
（
い
）
か
す
」

と
き

７
月
23
日
（
月
）
午
後

３
時
か
ら

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

内
容

日
本
自
然
保
護
協
会
理

事
・
柴
田
敏
隆
氏
に
よ
る
講
演

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
み
ど
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
い
ず
み
園
内
）
�
76

│
８
０
８
５

広報� 平成１３年（２００１年）７月１５日 第１１４９号 �

全
日
写
連
柏
支
部
写
真
展

７

／
31
〜
８
／
５
の
９
時
〜
17
時
、

県
民
プ
ラ
ザ
。
無
料
。
伊
藤
�
44

│
０
５
８
３

お
花
畑
と
ジ
ャ
ズ
の
夕
べ

７

／
29
の
16
時
〜
18
時
、
斉
藤
牧
場

跡
地
（
雨
天
時
は
中
原
会
館
）。

車
で
の
来
場
は
不
可
。
当
日
六
百

円
。
山
口
�
74
│
３
３
３
５

柏
地
区
鹿
児
島
県
人
会
囲
碁
・

将
棋
・
箸
戦
（
な
ん
こ
）
大
会
　

７
／
15
の
12
時
〜
15
時
、
酒
井
根

近
セ
。
千
円
。
池
田
�
72
│
７
１

３
７ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
　

７
／
20
の
14
時
半
、
ス
タ
ジ
オ
Ｗ

Ｕ
Ｕ
。
フ
ル
ー
ト
・
細
山
友
子
、

ピ
ア
ノ
・
井
上
麻
紀
。
全
自
二
千

円
。
細
山
�
74
│
５
４
３
０

一
日
合
唱
体
験
講
座
「
み
ん
な

で
創
（
つ
く
）
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

７
／
20
の
14
時
〜
16
時
、柏
教
会
。

五
百
円
。
大
内
�
34
│
４
７
２
０

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

７
／
22
の
９
時
、
市
役
所
集
合
。

柏
駅
東
口
〜
南
柏
を
行
進
。
桜
井

�
43
│
６
０
９
０

障
害
の
あ
る
子
と
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
楽
し
も
う
！

８
／
27
の
18

時
半
、
市
民
体
育
館
。
高
校
生
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
。
桜
井

�
31
│
８
４
９
２

一
線
美
術
会
常
総
支
部
展

８

／
４
〜
10
の
10
時
〜
18
時
（
４
日

は
12
時
か
ら
、
10
日
は
17
時
ま

で
）、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
絵
画
。
無

料
。
小
林
�
72
│
７
５
０
３

手
編
み

第
一
・
三
�
13
時
、

サ
ン
パ
セ
オ
新
柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
。
日
時
応
相
談
。2

千
二

百
円
、3

千
二
百
円
。
高
橋
�
69

│
８
２
２
３

酒
井
根
バ
レ
エ

月
四
回
�
16

時
、
酒
井
根
近
セ
。3

三
千
五
百

円
。
荒
�
75
│
７
０
８
５

ホ
ー
ム
サ
イ
エ
ン
ス
倶
楽
部
　

第
一
�
10
時
、
寺
島
文
化
会
館
。

身
近
な
問
題
を
学
ぶ
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
。3

五
百
円
。
吉
�
�
69

│
３
５
１
９

水
曜
料
理

第
二
・
四
�
10

時
、
中
公
。2

千
円
、3

二
千
円
。

深
谷
�
32
│
６
６
４
０

社
交
ダ
ン
ス
「
ネ
ッ
ク
レ
ス
」

月
四
回
�
19
時
、
旭
町
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
五

百
円
。
宮
崎
�
43
│
４
０
８
０

中
国
語
「
梅
花
会
」

毎
�
10

時
、
中
公
。3

四
千
円
。
工
藤
�

75
│
３
１
６
５

大
正
琴
を
楽
し
む
会

第
二
・

四
�
９
時
半
、
根
戸
近
セ
。2

二

千
円
、3

三
千
円
。
藤
沢
�
０
９

０
│
１
８
０
７
│
１
５
４
５

ペ
ン
字
・
筆
ペ
ン
「
紅
葉
会
」

第
二
・
四
�
９
時
半
、増
尾
近
セ
。

2

千
円
、会
費
四
千
円（
三
カ
月
）。

吉
田
�
74
│
８
１
６
９

社
交
ダ
ン
ス
「
芙
蓉
サ
ー
ク
ル
」

月
四
回
�
13
時
、豊
四
季
台
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

円
。
平
島
�
72
│
４
８
５
０

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

毎
�
16

時
、篠
籠
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
。

幼
稚
園
年
長
〜
小
三
。2

四
千
五

百
円
、3

四
千
五
百
円
。
八
巻
�

39
│
３
６
３
３

健
康
体
操
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

毎

�
13
時
、豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

4

三
千
円
、3

二
千
五
百
円
。
田

村
�
46
│
０
５
１
７

柏
童
謡
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
会

第
一
・
三
�
11
時
、
寺
島
文
化

会
館
。2

千
円
、
会
費
一
回
千
五

百
円
。
中
村
�
66
│
５
５
３
５

国
連
英
検
特
Ａ
級
合
格
を
目
指

す
勉
強
会

毎
�
10
時
、
中
公
。

英
検
一
級
か
同
程
度
の
か
た
。
関

口
�
46
│
６
８
４
０

社
交
ダ
ン
ス
「
大
塚
ダ
ン
ス
同

好
会
」

毎
�
13
時
、
布
施
近
セ
。

ジ
ャ
イ
ブ
練
習
中
。
女
性
歓
迎
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
大
久
保
�

31
│
１
８
８
９

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

図書館本館の読書席は抽選で�
7月21日�～8月30日��

午前の部＝午前9時半～午後1時10分�
午後の部＝午後1時20分～5時（水曜～
金曜日は午後7時まで）�
図書館左わき通路で、午前の部は午前9
時15分に、午後の部は午後1時に、抽選
で利用券を配布�
�
午前9時半～正午、正午～午後2時半、
午後2時半～5時、午後5時～7時（水～
金曜日だけ）�
各回とも、開始時刻から参考資料室カ
ウンターで利用券を配布�

問�図書館本館 �64─5346

◆2階読書席（2交替制）�
利用時間�
�
�
利用方法�
�
�
◆参考資料室閲覧席（交替制）�
利用時間�
�
�
利用方法�

� 講
座
･
講
演
�

国民健康保険料第2期�
介護保険料第2期�

固定資産税・都市計画税第2期�

納期限は7月31日（火）�
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意ください�
固定資産税・都市計画税は収納課 �67－1122�
国民健康保険料は保険課 �67－1129�
介護保険料は介護保険課 �67－1134

問�

催
し
・
講
習
会



市
税
納
税
相
談

と
き

７
月
20
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

収
納
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
二
階
）、
増
尾
・
光
ケ
丘

・
南
部
・
松
葉
・
豊
四
季
台
の
各

近
隣
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

納
税
通
知
書
・

印
か
ん

そ
の
他

市
税
を
納
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す

1

収
納
課
�
67
│
１
１
２
２

樹
木
を
差
し
上
げ
ま
す

家
の
増
改
築
な
ど
に
よ
り
不
要

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
木
を
差
し
上

げ
ま
す
。
寄
付
さ
れ
た
木
は
、
別

表
１
の
と
お
り
で
す
。
希
望
す
る

か
た
は
、
柏
市
み
ど
り
の
基
金
へ

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

柏
市
み
ど
り
の
基
金
�
60
│

３
１
２
０

市
民
活
動
補
助
金
の
交

付
団
体
を
決
定

市
民
活
動
補
助
金
は
、
福
祉
や

環
境
、
教
育
、
文
化
等
の
分
野
で
、

継
続
し
て
自
主
的
な
市
民
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、
五

十
万
円
を
限
度
に
、
活
動
費
の
二

分
の
一
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
六
団
体
か
ら
申
請

が
あ
り
、
市
民
の
か
た
を
含
む
選

定
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
を
基

に
、
別
表
２
の
五
団
体
へ
の
交
付

を
決
定
し
ま
し
た
。

1

市
民
活
動
推
進
課
�
67
│
１

１
２
６

草
刈
り
機
を
無
料
貸
し

出
し

雑
草
が
伸
び
始
め
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
空
き
地
の
所
有
者
の

か
た
は
、
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
早
め
に
刈
り
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
草
刈
り
機
を
無
料

（
燃
料
費
は
利
用
者
が
負
担
）
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業

者
の
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1

環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
�
31

│
５
５
０
９

一
般
家
庭
の
合
併
処
理

浄
化
槽
に
補
助
金

市
で
は
、
一
般
家
庭
に
設
置
す

る
合
併
処
理
浄
化
槽
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
区
域

�
市
街
化
調
整
区

域
（
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

外
）
�
市
街
化
区
域
（
公
共
下
水

道
事
業
認
可
区
域
内
）
の
う
ち
で

当
分
の
間
、
下
水
道
の
整
備
が
見

込
ま
れ
な
い
地
域

対
象
者

対
象
地
域
内
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
か
た

で
、
11
月
中
に
申
請
し
、
２
月
中

旬
ま
で
に
入
居
可
能
と
な
る
か
た

対
象
浄
化
槽

処
理
対
象
人
員

が
五
〜
五
十
人
の
合
併
処
理
浄
化

槽
補
助
金
額

三
十
五
万
四
千
円

〜
二
百
四
十
九
万
六
千
円
※
浄
化

槽
の
大
き
さ
に
よ
り
異
な
り
ま
す

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

1

環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
�
31

│
５
５
０
９

私
立
幼
稚
園
児
に
就
園

奨
励
費
と
就
園
費
を
補

助私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
が
い

る
家
庭
に
対
し
、
私
立
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
と
幼
稚
園
就
園
費
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

支
給
は
12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
外
に
通
園
し
て
い
る

場
合
は
、
幼
稚
園
か
学
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
】

対
象

柏
市
に
住
民
登
録
し
て

お
り
、
認
可
私
立
幼
稚
園
に
通
園

す
る
三
〜
五
歳
児
の
保
護
者
で
、

平
成
13
年
度
市
民
税
所
得
割
課
税

額
が
十
万
二
千
百
円
ま
で
の
世
帯

補
助
金
額
（
年
額
）

五
万
五

千
五
百
円
〜
十
八
万
九
千
円
（
課

税
額
・
就
園
児
数
に
よ
る
）

申
し
込
み

幼
稚
園
で
配
布
さ

れ
た
保
育
料
等
減
免
措
置
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
を
�
〒
２

７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
学

務
課
へ
、
８
月
20
日
（
月
）
ま
で

に
郵
送
�
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
学
務
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
四

階
）
へ
直
接
�
幼
稚
園
で
配
布
さ

れ
た
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日

時
・
会
場
へ
直
接

【
幼
稚
園
就
園
費
】

対
象

柏
市
に
住
民
登
録
し
て

お
り
、
私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
す

る
三
〜
五
歳
児
の
保
護
者

補
助
金
額
（
年
額
）

一
万
八

千
円
※
７
月
２
日
以
降
に
、
柏
市

に
転
入
し
、
私
立
幼
稚
園
等
に
通

園
す
る
場
合
は
九
千
円

申
し
込
み

幼
稚
園
か
ら
配
布

さ
れ
た
就
園
費
補
助
金
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
指
定
さ
れ

た
期
日
ま
で
に
各
幼
稚
園
へ
直
接

1

学
務
課
�
67
│
１
４
７
３

就
学
義
務
猶
予
免
除
者

等
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た
�
平
成
14
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な

り
、
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
か
就

学
義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た
�
就

学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
か
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
に
相

当
す
る
事
由
が
あ
っ
た
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
�
平
成
14
年
３

月
31
日
ま
で
に
満
十
六
歳
以
上
に

な
る
�
平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
十
五
歳
以
上
に
な
り
、
日
本

国
籍
を
有
し
な
い

受
付
期
間

８
月
１
日
（
水
）

〜
31
日
（
金
）

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

1

千
葉
県
教
育
庁
指
導
課
�
０

４
３
│
２
２
３
│
４
０
５
９

手
賀
沼
に
緑
道
を
整
備

千
葉
県
で
は
、
手
賀
沼
南
岸
の

北
柏
橋
〜
沼
南
町
側
を
、「
手
賀

沼
自
然
ふ
れ
あ
い
緑
道
」
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
北
千
葉
導
水
路
第
二

機
場
〜
大
津
川
の
区
間
の
工
事
を

８
月
〜
来
年
３
月
末
に
行
う
予
定

で
す
。

工
事
中
は
、
付
近
の
立
ち
入
り

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

千
葉
県
東
葛
飾
都
市
計
画
事

務
所
�
67
│
１
２
６
７

呼
塚
第
一
歩
道
橋
を
復

旧
工
事
中

国
道
16
号
呼
塚
交
差
点
の
千
葉

方
面
に
あ
る
歩
道
橋
（
呼
塚
第
一

歩
道
橋
）
は
、
交
通
事
故
に
よ
る

損
傷
の
た
め
、
現
在
、
復
旧
工
事

を
し
て
い
ま
す
。
復
旧
は
今
年
の

10
月
末
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

千
葉
国
道
工
事
事
務
所
柏
維

持
修
繕
出
張
所
�
43
│
４
２
３
０

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別

相
談
会

と
き

７
月
17
日
（
火
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

千
葉
県
庁
二
階
県
民

相
談
室
（
千
葉
市
）

定
員

先
着
八
人

内
容

弁
護
士
・
建
築
士
が
相

談
を
受
け
ま
す

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
相
談
内
容
・
管
理
組
合

役
員
名
を
書
い
て
、
住
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
フ
ァ
ク
ス
（
０
４
３

│
２
２
１
│
６
４
０
１
）
で

1

住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
�
０

４
３
│
２
２
３
│
３
２
６
５

青
少
年
の
悩
み
ご
と
合

同
相
談

教
育
・
警
察
・
精
神
保
健
な
ど

の
相
談
機
関
が
合
同
で
相
談
を
行

い
ま
す
。

と
き

７
月
18
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

千
葉
県
青
少
年
女
性

会
館
（
千
葉
市
）

そ
の
他

電
話
（
０
４
３
│
２

２
３
│
２
３
３
０
・
２
２
８
８
）

・
フ
ァ
ク
ス
（
０
４
３
│
２
５
１

│
０
８
４
９
）
に
よ
る
相
談
も
あ

り1

千
葉
県
県
民
生
活
課
�
０
４

３
│
２
２
３
│
２
３
３
０

高
齢
期
雇
用
就
業
支
援

の
相
談

千
葉
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
定
年
退
職
を
控
え

て
再
就
職
を
考
え
て
い
る
か
た
な

ど
に
、
雇
用
等
の
情
報
提
供
や
援

助
を
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
す
。

開
館
時
間

土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
新
町

三
│
一
三
千
葉
Ｔ
Ｎ
ビ
ル
九
階

1

千
葉
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
│
２
３
８
│

８
３
０
０

中
小
企
業
へ
の
保
証
付

き
融
資

対
象

県
内
で
同
一
事
業
を
一

年
間
以
上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業

者
融
資
限
度
額

一
般
保
証
に
よ

る
融
資
＝
二
億
八
千
万
円
（
内
八

千
万
円
は
無
担
保
扱
い
）、
特
別

小
口
保
証
に
よ
る
融
資
（
無
担
保

・
無
保
証
人
）
＝
一
千
万
円

申
し
込
み

県
内
の
金
融
機
関

・
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
中
小

企
業
団
体
中
央
会
・
千
葉
県
庁
・

支
庁
・
市
町
村
役
場
（
商
工
担
当

課
）
へ
直
接

◎
保
証
料
の
利
率
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

1

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
�
０

４
３
│
２
４
７
│
０
７
１
１
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３
Ｂ
健
康
体
操

月
四
回
�
９

時
20
分
、
中
公
。
女
性
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
栗
原
�
64
│
５
６
４

９
社
交
ダ
ン
ス
「
マ
ツ
バ
ダ
ン
ス

同
好
会
」

毎
�
19
時
、
松
葉

近
セ
。
サ
ン
バ
練
習
中
。
見
学
歓

迎
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
立

川
�
33
│
２
７
５
２

あ
お
い
新
体
操
ク
ラ
ブ

毎
�

15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
・
毎
�
15
時

半
、
市
民
体
育
館
。
無
料
体
験
あ

り
。2

二
千
円
、3

四
千
円
。
佐

藤
�
66
│
０
３
５
４

ま
つ
ば
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
�

９
時
、
松
葉
近
セ
。
音
楽
に
合
わ

せ
た
リ
ズ
ム
体
操
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
中
村
�
33
│
７
３
７

９
社
交
ダ
ン
ス
「
や
よ
い
ダ
ン

ス
」

毎
�
15
時
、
寺
島
文
化
会

館
ほ
か
。
多
少
踊
れ
る
か
た
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
木
村
�

72
│
１
４
５
４

女
性
カ
ラ
オ
ケ

月
三
回
�
10

時
・
13
時
、
中
公
。
女
性
歌
謡
の

新
曲
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、

3

四
千
円
。
岡
本
�
47
│
２
３
５

０
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
コ
ス
モ
ス
ク

ラ
ブ
」

毎
�
13
時
、
西
原
近
セ

体
育
館
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、

3

千
円
。
古
屋
�
49
│
１
９
７
１

料
理
「
す
み
れ
会
」

第
二
�

10
時
、
中
公
。2

千
円
、3

千
二

百
円
。
赤
川
�
66
│
７
３
３
２

（
17
時
以
降
）

女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
四
季
」

毎
�
10
時
、
豊
四
季
台
近
セ
ほ

か
。2

千
円
、3

四
千
円
。
浅
井

�
69
│
８
０
６
５

軸
俳
句
会
柏
支
部

第
二
�
12

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
歓
迎
。

3

千
円
。
西
宮
�
43
│
６
５
４
８

表
千
家
茶
道

第
二
・
三
�
12

時
半
、
豊
四
季
台
近
セ
。
ジ
ュ
ニ

ア
・
一
般
コ
ー
ス
あ
り
。2

三
千

円
、3

三
千
円
。
藤
平
�
43
│
９

１
１
５

墨
絵
・
実
用
書
道

月
二
回
�

10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
池
田
�
55
│
０
４
８

９

カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス

毎
�
９

時
20
分
、
中
公
。
会
費
一
回
五
百

円
。
福
田
�
63
│
２
０
７
６

書
道
「
四
ツ
葉
会
」

第
二
・

四
�
13
時
、
永
楽
台
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。
見
学
可
。3

千
五
百
円
。

清
水
�
45
│
４
５
１
０

ペ
ン
習
字
「
若
竹
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

二

千
円
。
小
林
�
67
│
０
４
８
７

（
18
時
以
降
）

富
勢
卓
球
ク
ラ
ブ

毎
�
13
時

半
、
富
勢
小
。2

千
円
、3

千
円
。

松
下
�
44
│
８
９
２
２

酒
井
根
拳
正
道

毎
�
19
時
、

酒
井
根
中
。2

五
千
円
、3

五
千

円
。
神
谷
�
75
│
９
７
９
０

初
石
拳
正
道

毎
�
19
時
、

西
原
中
。2

五
千
円
、3

五
千
円
。

兼
子
�
53
│
５
２
１
０

社
交
ダ
ン
ス
「
金
曜
ダ
ン
ス
」

毎
�
19
時
、
藤
心
近
セ
。
多
少
踊

れ
る
か
た
。2

二
千
円
、3

三
千

円
。
倉
田
�
75
│
８
８
４
０

健
康
体
操
「
ヘ
ル
シ
ー
レ
デ
ィ

ー
ス
」

毎
�
10
時
40
分
、
新
田

原
近
セ
。
中
高
年
の
か
た
。3

二

千
円
。
安
藤
�
67
│
４
６
２
３

（
17
時
以
降
）

初
心
者
の
た
め
の
日
本
画

第

二
・
四
�
13
時
、
藤
心
近
セ
。3

四
千
円
。
白
石
�
72
│
２
６
３
５

女
性
カ
ラ
オ
ケ

第
二
・
四
�

19
時
、
高
田
近
セ
。
女
性
歌
謡
の

新
曲
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
張
ケ
谷
�
43
│
８
３

６
７フ

ラ
で
楽
し
く

第
一
〜
三
�

15
時
（
う
ち
一
回
自
主
練
習
）、

松
葉
近
セ
。
十
人
ま
で
。3

二
千

円
。
昆
�
33
│
４
０
０
５

楽
し
い
ペ
ン
字
・
筆
ペ
ン
「
水

葉
会
」

第
二
・
四
�
12
時
、
増

尾
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。3

千
五

百
円
。
森
田
�
72
│
１
３
６
９

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
ラ
ッ
キ
ー
」

毎
�
10
時
半
、
旭
小
。2

千
五
百

円
、3

三
百
円
。
加
納
�
39
│
０

８
７
９

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
ご
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

■表1　寄付された樹木�

クロマツ�

ドウダンツツジ�

ツバキ�

ナツツバキ�

3m（1本）�
1.5m（3本）�
2m（1本）�

2m（6本）�

5m（1本）�

種　類� 高さ（本数）�

■表2　市民活動補助金の交付団体�

音楽を通じたふれあい活動�

自然保護・環境保全活動�

生涯学習、三世代交流活動�

資源循環型社会の形成促進�

障害者理解の啓発活動�

団体名� 活動内容�

ほたるぶくろコンサート�

下田の森自然公園友の会�
ＮＰＯ法人�
パートナーとうかつ�
柏・にわとりの会�
日本パラリンピック�
キャラバン実行委員会�

お
知
ら
せ
�

臨
時
給
食
調
理
員

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
健
康
な
か
た
、
一
人

勤
務
場
所

東
町
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
、
土
曜
日
（
隔

週
）
午
前
９
時
〜
正
午

賃
金
（
時
給
）
八
百
六
十
円
※

交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
７
月

23
日
（
月
）
ま
で
に
、
東
町
保
育

園
へ
直
接

1

東
町
保
育
園
�
64
│
５
９
６

７
代
替
時
間
外
保
育
士

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
健
康
な
か
た
、
一
人
※
子
育
て

経
験
か
専
門
知
識
の
あ
る
か
た
を

優
遇

勤
務
場
所

旭
町
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時
半
〜

７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時

半
・
正
午
〜
午
後
７
時
（
交
代
制

・
園
の
都
合
に
よ
る
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
７
月

23
日
（
月
）
ま
で
に
、
旭
町
保
育

園
へ
直
接

1

旭
町
保
育
園
�
43
│
８
２
４

０
正
・
準
看
護
婦
（
士
）

対
象

六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

か
た
、
若
干
名
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
資
格
取
得
者
優
遇
）

勤
務
場
所

老
人
福
祉
施
設

「
四
季
の
里
」（
松
ケ
崎
）

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

1

老
人
福
祉
施
設「
四
季
の
里
」

�
35
│
２
２
５
５

求
 
人
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「
そ
れ
、
そ
れ
、
そ
れ
、
そ
れ
っ
」。

曲
に
合
わ
せ
て
鳴
子
を
鳴
ら
し
な
が
ら

観
客
と
一
体
と
な
っ
て
踊
る
高
知
の

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」。
そ
の
打
ち
寄
せ
る

躍
動
感
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
そ

し
て
二
年
前
、「
こ
の
感
動
を
柏
で
も

多
く
の
人
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
」と
、

「
柏
よ
さ
こ
い
連
」（
現
よ
さ
こ
い
柏
紅

塾
）
を
立
ち
上
げ
た
。

よ
さ
こ
い
祭
り
と
の
出
会
い
は
偶
然

だ
っ
た
。
六
年
前
、
妻
を
病
気
で
亡
く

し
、
つ
ら
さ
か
ら
遍
路
の
旅
に
出
た
。

高
知
を
訪
れ
た
と
き
、
た
ま
た
ま
見
た

の
が
こ
の
祭
り
だ
っ
た
。「
今
思
う
と
、

妻
が
よ
さ
こ
い
祭
り
と
引
き
合
わ
せ
て

く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
」。
こ
の

言
葉
に
妻
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛
と
感
謝
の

気
持
ち
が
に
じ
む
。

昨
年
、
県
内
の
六
団
体
を
ま
と
め
て

「
千
葉
よ
さ
こ
い
連
絡
協
議
会
」、
通
称

「
千
よ
連
」
を
設
立
し
、
役
員
と
し
て

多
忙
の
日
々
を
送
る
。今
年
６
月
に
は
、

千
よ
連
の
仲
間
、
総
勢
百
十
一
人
で
合

同
チ
ー
ム
「
北
天
魁
（
か
い
）」
を
結

成
し
、
札
幌
で
開
か
れ
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」に
参
加
し
た
。

「
高
知
で
は
よ
さ
こ
い
節
、
北
海
道

で
は
ソ
ー
ラ
ン
節
が
必
ず
曲
の
中
に
入

る
ん
で
す
。
よ
さ
こ
い
祭
り
と
い
う
の

は
、
地
域
の
文
化
と
し
っ
か
り
結
び
つ

い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
柏
と
い
え
ば
ス

ト
リ
ー
ト
文
化
、
そ
し
て
、
ビ
ー
ト
の

効
い
た
サ
ウ
ン
ド
と
弾
む
よ
う
な
リ
ズ

ム
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ん
で

す
」
と
街
の
印
象
を
語
る
。

昨
年
、「
柏
お
ど
り
」
の
曲
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
柏
ま
つ
り
に
初
参
加
し
た
。

し
か
し
、
観
客
を
魅
了
す
る
に
は
何
か

が
足
り
な
か
っ
た
。
今
、
小
林
さ
ん
は
、

自
己
満
足
で
は
な
い
、
そ
の
地
域
の
文

化
を
伝
え
、
踊
り
手
に
強
烈
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
魅
力

的
な
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
を
追
い
求
め

て
い
る
。
今
年
は
「
柏
ふ
る
さ
と
音
頭
」

「
青
春
か
し
わ
」
の
曲
を
取
り
入
れ
た
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
調
の
、
よ
り
柏
臭
い
、

と
こ
と
ん
柏
に
こ
だ
わ
っ
た
曲
で
参
加

す
る
予
定
だ
。

「
今
年
は
、
若
者
た
ち
に
理
屈
抜
き

の
感
動
を
与
え
た
い
。
無
心
に
な
っ
て

踊
る
喜
び
、
祭
り
に
参
加
す
る
喜
び
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
」
と
意
気
込
み

を
語
る
小
林
さ
ん
。
柏
の
街
に
ま
た
ひ

と
つ
、
熱
い
風
が
吹
き
抜
け
る
。

増
尾
在
住
。
五
十
二
歳
。
娘
と
息
子

の
三
人
家
族
。

よさこい柏紅（くれない）塾代表
こ ばやし　　　 まさ ゆき

No.356

理屈抜きの感動を

街�の�街�の�

この広報紙は古紙再生紙を使用しています

小林　正幸さん

東
京
の
秋
葉
原
と
茨
城
県
の
つ
く
ば
市
を
結
ぶ
、
総
延
長
五
十
八
・
三
キ

ロ
の
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
常
磐
新
線
）
の
建
設
予
定
地
を
視
察
す
る

た
め
、
７
月
６
日
、
堂
本
県
知
事
が
柏
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
県

立
柏
の
葉
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
で
本
多
市
長
や
関
係
者
と
工
事
の
進
ち
ょ
く

状
況
や
建
設
に
向
け
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
後
、
市
内
の
新
線

建
設
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
メ
モ
を
片
手
に
質
問
を
交
え

な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
市
長
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

「似合ッテイマスカ？」7月3日、市内
に住んでいる外国のかたの浴衣着付け教
室が行われました。ちょっと難しい帯締
めで四苦八苦したものの、鮮やかな帯を
身にまとい、日本の文化の一端を楽しん
だ22人の女性たち。鏡の中の浴衣姿を眺
めて「今年ノ柏マツリニハ、ゼヒ浴衣デ
行キタイデス！」

前日の雨模様とはうって変わって、気温
37度の猛暑となった7月1日、市内4カ所の
市営プールでプール開きが行われました。
東部プールでは、この日を待ちわびた元気
な子どもたちが、強い日差しをものともせ
ず、大きな歓声を上げて楽しんでいました。
なお、問い合わせは、東部プール�67－
8024・西部プール�44－5759・南部プール
�75－7201・北部プール�31－0050へ。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

赤く染めた揉（も）み和紙に、刺し子の小
物入れ・火薬入れ・抱瓶（びん）・木製スプ
ーンなどが墨で染められています。赤と黒の
対比で力強い作品に仕上げています。

机辺の静物

開館5周年記念特別展開催中

「芹沢7介の作品と身辺の品々Ⅱ」
※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、そ　
の翌日）

堂
本
県
知
事
が
視
察

消費生活センターが移転

猛暑だってへっちゃら
市内でプール開き

上
手
ニ
着
レ
タ
デ
シ
ョ

外
国
人
の
浴
衣
着
付
け
教
室

昨年の柏まつりで熱演する小林
さん（中央）

柏市消費生活センターが7月2日に移転
し、新しい施設で業務を開始しました。移
転先は、柏そごうタワー館隣のＳＫＳビ
ル・通称ラフィネ館の5階。ここでは、悪
徳商法や商品に関するトラブルなどについ
て、専門の相談員が電話や相談室でお受け
しています。また、消費者トラブルのため
の情報紙や消費生活に関する雑誌・パンフ
レットなどの閲覧、図書やビデオテープの
貸し出しも行っています。詳しくは、消費
生活センター�63－5853まで。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
予
定
地

広くなって新たにオープン


